
人工知能学会で報告   

本ニュースレターでは2016年6月から2016年11月までのAcceptable Intelligence with Responsibility 
(AIR)研究グループの活動を報告する。
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温故知新プロジェクト　         
　温故知新プロジェクト第三弾として、6月29日
（水）に東京大学駒場キャンパスで中島秀之氏
（東京大学情報理工学系研究科・特任教授：人
工知能）にインタビューを行い、主に1980年代
AIUEOの活動など第二次人工知能ブームについ
てお伺いした。本インタビューは秋谷氏、大澤
氏、神崎氏、久木田氏、服部氏と江間の6名が参
加した。

　また、9月23日（金）に京都大学吉田キャン
パスにて水谷雅彦氏（京都大学大学院文学研究
科・教授：倫理学）にインタビューを行い、主に
1990年代に行われたFINEプロジェクトについて
お伺いした。本インタビューには大谷氏、大澤
氏、神崎氏、西條氏、服部氏と江間の6名が参加
した。

　両インタビューは「AIR温故知新プロジェク
ト：オーラルヒストリーシリーズ」として書き起
こしデータをウェブページで公開する予定であ
る。（AIRのHP：http://web4ais.wpblog.jp/
wisdomdiscov）

　2016年6月7日（火）、人工知能学会年次
大会のオーガナイズドセッション「汎用人工
知能とその社会への影響（2）」において、
「人と機械の関係性：ステイクホルダーへ
のアンケート調査」を江間が報告した。よ
り詳細なアンケート調査結果は『情報管
理』2016年8月号に掲載された。

第8回ワークショップ報告   
　2016年7月9日（土）と10日（日）に合宿
を行った。価値が多様化している現在、異な
る価値を持つ人やコミュニティが出会うと、
想定外の対立や炎上が起きる。そこで、技術
の社会実装を行う前に、多様で変化する価値
に気付き予防的に安心して議論や試行錯誤が
できる場や仕組みをどのように構築できるだ
ろうかを議論した。本ワークショップ合宿に
は秋谷氏、市瀬氏、大澤氏、神崎氏、久保
氏、駒谷氏、西條氏、本田氏、服部氏、江間
の10名が参加した。また、本ワークショップ
は国立情報学研究所の平成28年度公募型共同
研究の助成を受け、軽井沢にある国際高等セ
ミナーハウスにて実施した。



第9回ワークショップ報告　         
　今年も科学技術社会論学会にて「人工知能が浸
透する社会を考える」オーガナイズドセッション
を開催した。2014年はAIRメンバーの発表をも
とに人工知能研究とは何か、誰をどこまで対話
や議論の場に加えるか、誰にどのような責任が
あるのか、異分野間での共同研究をどのように行
っていくかなどについて会場から寄せられた論点
を軸に議論を行った（AIR Newsletter vol.1(2)
参照）。2015年はAIRメンバーの発表に加え、
様々な分野や職種の方をお招きし「人工知能
と社会」について話題提供をいただいた（AIR 
Newsletter vol.2 (2)参照）。
　「人工知能」という単語が様々な分野で言及さ
れるようになった2016年現在、様々な場面にお
いて人工知能がもたらす可能性への期待があると
同時に「機械に仕事を奪われるのではないか」、
「人間ならではの創造的な仕事とは何か」、「そ
のための人材育成や教育の在り方をどのようにす
ればよいのか」などの不安や懸念がささやかれて
いる。そこで3年目となる本年度のオーガナイズ
ドセッションでは税理士や医師、棋士といった専
門職に機械が入り込むことによって起きる変化や
生じる課題の議論を行った。
　AIRメンバーからは神崎氏、久木田氏、西條
氏、大澤氏が参加した。

 最初の話題提供者である加瀬郁子氏（科学技術
社会論）は「税理士の人工知能に対する期待と懸
念」と題し、機械化される可能性が高い職種とし
て上位ランクインされている税務代行者が、情報
技術の進展でどのような影響を受けているかを紹
介した。税務・会計業務を担う税理士は税理士法
により職務が規定されており、日本税理士連合会
によると平成28年7月末現在で約7.5万人の税理
士が登録している。アメリカでは既に税務・会計
業務の需要がここ数年で8万人減少したと言われ
ており、大規模な構造変化が不可避であると考え
られている。
　これまでも古くは電卓、専用コンピュータやク
ラウド化など多くの技術が受け入れられてきてお
り、近年はIT企業でもあるfreeeが人工知能研究
開発機関を設置、MF（マネーフォワード）がマ
イクロソフトの人工知能技術と提携、会計事務所
によるサポートを前提としたシステムを提供する
株式会社TKCがフィンテック事業に参入するなど
人工知能が強調されるようになってきている。

　加瀬氏が開催した税理士を対象としたワークシ
ョップからは、税務業務については機械に完全に
任せるのではなく最後は人の目でチェックするこ
とや、人を納得させる、強制力が必要なものは人
間が行うのがよいとの意見があったことが紹介さ
れた。またソフトウェアの事故により追徴課税が
発生した場合、誰が責任を取るのかという自動運
転にも通じるような問題や、税務申告によって集
められるデータの二次利用のプライバシー問題が
提示された。
　さらには人工知能が機能しやすいように会計処
理の主義や法が新しくなることについて、当事者
である税理士はどのように関与していけるのかと
いった問題も提起された。　

　次に藤田卓仙氏（医療情報法）が「精神科医療
における人工知能の活用に向けた法政策」と題
し、精神科領域の診断情報という機微性の高い情
報を他の情報と紐づけて機械学習を行っている研
究プロジェクトを紹介した。
　「医療情報」に「健康情報」が加わっていき、
研究とビジネスが融合していく中での個人情報保
護、知財に関するルール作りをどのようにするの
か、認知症高齢者など判断能力（意思能力）が低
下した高齢者への本人同意のあり方や倫理審査委
員会の位置づけなどの懸念が議論された。
　またこれらのシステムを医師や心理士以外が使
えるようになったらどうなるか、技術による診断
が医師の判断と食い違ったとき、その結果への責
任はどうなるのか、結果に伴う経済的・社会的差
別への対応をどのようにするかなどの倫理的な課
題も存在する。特に、精神科領域への技術応用に
あたっては「正解」とは何かについて考えること
が課題となっており、機械が出力したデータを誰
がどのように解釈するのかといった問題も提起さ
れた。

　続いて井上悠輔氏（医療倫理学）が「ゲノム医
療と人工知能の研究開発段階における諸問題」と
題して、学習機能を有する探索支援技術の研究開
発のあり方が、がんゲノム医療の研究開発の進展
に大きな可能性を秘めつつも社会や患者を取り巻
く制度環境にどのような影響をもたらしうるかを
検討した。

税務代行者と人工知能　        

精神科医療と人工知能　        

ゲノム医療と人工知能　        



つまり、特定の領域において人間の知的能力に
匹敵する知能機械が導入されると、当該領域に
おいて「世界の捉え方」自体が相対化される。
このような状況の中、現在若手棋士を中心に、
ソフトを通じて自らの感覚を変える研究手法が
広まることで将棋（盤上）における広範な変化
が生じている一方、「カンニング疑惑」問題な
ど盤外にも及ぶ既存の物語の不安定化が加速し
ていることを指摘した。

　最後に江間有沙（科学技術社会論）が、AIR
の活動に引き付けながら四つの発表に共通する
論点を提示した。まず人工知能が特定領域に参
入し、専門家でも判断に困るなにがしかの「答
え」を出してしまう状況において、何が「正
解」あるいは「バグ」なのかという問いが突き
付けられる。それは既存の専門の壁を再編成す
る可能性を持っている一方で、専門家の役割と
は何か、専門家とは誰かを考えさせるきっかけ
となる。
　このように考えると近年懸念されている「人
工知能が仕事を奪う」言説に関しては、奪われ
るのは仕事ではなく「タスク」であり、人と
機械のタスクをどのように分けるのか、誰が分
けるのかについて考えねばならないことがわか
る。人と機械の得意な領域で分けるという安易
な回答ではなく、機械ができるタスクでも、人
が行わなければならないこともあるだろう。そ
のような中で、今後の専門家教育はどうなるの
か、ユーザーとして使いたい人・使いたくない
人への不平等や不公正が起きないようなルール

　多様きわまる変異の組み合わせによって構成さ
れるがん細胞を性格づけ、個々人に合った医学的
介入を検討する作業は、医師個人で対応するには
限界がある。そのため、学習機能を有する診断支
援機能の開発は大きな意味を持つ。こうした「便
利な検索」機能は、患者と類似する病態や対応可
能な治療薬について人力とは比較できない速さと
簡便さで情報を提示してくれる。この点で医師の
診断を支援するツールになりうる一方、網羅的な
情報探索によって本来目的としていた所見以外の
症状・リスクを暴いてしまう可能性もある。
　そのような中、医師は人工知能が提示する推奨
情報について、どこまで裁量と責任を有するべき
か問題を提起した。同様に患者はどこまでの治療
対応をその権利として主張することができるのだ
ろうかなど様々な論点を紹介した。

　次に久保明教氏（文化人類学）が「現代将棋
における棋士とソフトの相互作用をめぐって：
存在論的相対化と否定形のアナロジー」と題
し、2011年から4度にわたって行なわれた将棋電
王戦を例に、特定の専門領域における知的能力に
関して人間に匹敵しあるいは人間を凌駕する知能
機械の登場によって人間の営みがいかに変容する
か紹介した。
　将棋電王戦第二回第一局を戦った阿部光瑠六
段は「人間は、自分が不利になりそうな変化は
怖くて、読みたくないから、もっと安全な道を行
こうとしますよね。でも、コンピュータは怖がら
ずにちゃんと読んで、踏み込んでくる。強いはず
ですよ。怖がらない、疲れない、勝ちたいと思わ
ない、ボコボコにされても最後
まであきらめない。これはみん
な、本当は人間の棋士にとって
必要なことなのだとわかりまし
た」と述べた（山岸浩史、「人
間対コンピュータ将棋」頂上決
戦の真実（後編）一手も悪手を
指さなかった三浦八段は，なぜ
敗れたのか」ニュースサイト『
現代ビジネス』2013年5月15日
記事）。
　これは、棋士とソフトが将棋
というゲームをめぐる世界のあ
り方を互いに異なる仕方で捉え
ていることを強く印象づける。

将棋と人工知能　        

共通点と課題　        



　JST-RISTEXの新領域「人と情報のエコシス
テム」の新規研究プロジェクトにAIRメンバー
による提案「多様な価値への気づきを支援する
システムとその研究体制の構築」が採択され
た。（参考：http://www.jst.go.jp/pr/info/
info1222/index.html）
　研究期間は2016年11月1日から2019年10月
までの3年間である。今後の活動内容について
も、ニュースレターで報告を行なっていく予定
である。

はどのように構築していけばよいのかという課
題が生じる。
　また、プライバシー問題など第二次人工知能
ブーム（80年代）からの未解決問題がある。そ
のような課題に加えて、第三次ブームにおいて
はデータの質と量が変わっていること、またIT
企業などの新規参入者が市場を独占しかねない
勢いでデータを収集していくことで生じるだろ
う社会構造・産業構造の変遷についても目配り
していくことが重要である。

　質疑応答では、そもそも、なぜ人工知能を導
入しなければならないのかという問いも重要で
はないかという問題提起がされた。また、医療
においてはエビデンスベースドメディスンなど
データによる意思決定が重要視されるようにな
っており、データというエビデンスを提供する
情報技術とは相性がいい。しかし一方で、近年
「ナラティブ」という質的なコミュニケーショ
ンを重要視することも医療現場では求められて
おり、質と量のデータをどのように入手し、ま
たそれをどのような目的で利活用していくのか
を考えていくことも重要になる。

　学会オーガナイズドセッション後に話題提
供者とAIRメンバーで行ったワークショップで
は、引き続き何が機械に任せられて何が人間に
残されたタスクかが議論の焦点となった。ワー
クショップから加わった田中幹人氏（科学ジャ
ーナリズム）からは、新たにメディアという職
種と人工知能の関係が話題提供された。ニュー
スやスポーツ情報、天気予報などのストレート
ニュースの執筆は人工知能に置き換わってもよ
いが、取材するときに「騙されない」ために
は、経験と嗅覚を持った人間が必要である。医
療など患者との協力関係が前提である関係とは
異なり、取材元が騙そうとするなどマニュアル
やフローチャートから逸脱する行為に対し、人
工知能あるいは経験のない新人は脆弱である。
それに対しては、「騙し」に対する教育を強化
していくよりは、機械や人が騙されても、それ
を止めるシステムや制度などを構築するなど、
技術以外のフォローが必要になる。

　そのように、冗長なシステムの事例として法
律そのものが解釈の余地、交渉の余地を残して
設計されていることが議論された。判例などに
沿うなど「筋」はいいが、社会通念などにそぐ
わなくて「座り」が悪いと人間が直感的に思う
ものに対しては再解釈、再構築が可能なように
作られている。その「座り」の良し悪しは機械
に事前に組み込むことはできず、多様なステイ
クホルダーの判断や交渉が重要になる。このよ
うに、技術だけではなく制度や人々の価値観を
組み込んだハイブリッドなシステムをどのよう
に作っていくかを議論することが、今後様々な
領域、分野において重要になってくるだろう。
　本ワークショップは、国立情報学研究所の平
成28年度公募型共同研究と科学研究費助成事業
挑戦的萌芽研究「人工知能の規範・倫理・制度
に関する対話基盤と価値観の創出」の助成を受
けて開催した。
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